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TEL:0761-65-2436

旧 大 杉 谷 村 地 区

里山の農産物は下記にて
お買い求めいただけます。

道の駅こまつ木場潟
石川県小松市蓮代寺町ケ 2-2
TEL： 0761-25-1188
営業時間：8:30 ～ 18：30

（11 月～ 3 月は 18：00 まで）
http://www.michinoeki-kibagata.com

環境王国こまつ
小松市は自然環境と農業のバランスが保たれ、安心できる農産物の生産に適した環境が
認められ平成 23 年 10 月に北陸三県の自治体としては初となる「環境王国」として認定
されています。

旧大杉谷村地区

石川県小松市

旧大杉谷村地区旧大杉谷村地区

詳しくは で検索環境王国こまつ

表紙写真：初秋の荒俣峡、裏表紙写真：大杉神社

小松空港から旧大杉谷村地区まで車で約 25 分
小松駅から旧大杉谷村地区まで車で約 20 分
羽田空港から（小松空港経由）
旧大杉谷村地区まで約 1 時間 25 分
東京駅から新幹線（金沢駅経由）
旧大杉谷村地区までで約 3 時間 10 分

アクセス情報
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県
道
一
六
一
号
大
杉
長

谷
線
沿
い
に
、
昔
か
ら
近

所
の
人
た
ち
が
喉
を
潤
す

「
タ
ン
タ
ン
生し
ょ
う
ず水
」
と
呼
ば

れ
る
湧
き
水
が
あ
る
。

　

こ
の
生
水
の
す
ぐ
そ
ば

の
村
田
豆
腐
店
で
は
、
地

元
の
大
豆
を
地
釜
で
ゆ
っ

く
り
炊
き
上
げ
る
。
薪
で

炊
く
と
独
特
の
風
味
が
出

る
と
い
う
。
豆
乳
は
梃て

こ子

に
体
重
を
か
け
て
搾し
ぼ

り
、

手
早
く
木
べ
ら
で
か
き
混

ぜ
な
が
ら
ニ
ガ
リ
を
入
れ

て
固
め
る
。
豆
腐
は
そ
の

九
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
で

で
き
て
い
る
。
使
わ
れ
る

水
は
も
ち
ろ
ん
タ
ン
タ
ン

生
水
の
湧
き
水
だ
。

　

地
元
で
は
九く
ろ
す
け

郎
助
の
屋

号
で
知
ら
れ
る
村
田
豆
腐

店
。
店
主
の
村
田
等ひ
と
しさ

ん

で
四
代
目
と
な
る
。
等
さ

ん
は
祖
父
の
代
で
途
絶
え

た
豆
腐
作
り
を
復
活
さ
せ

た
い
と
東
京
か
ら
小
松
に

戻
っ
て
来
た
。
地
釜
薪
炊

き
と
い
う
と
て
も
手
間
が

か
か
る
昔
な
が
ら
の
豆
腐

作
り
を
今
も
続
け
る
の
は
、

家
業
を
途
絶
え
さ
せ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
使
命
感

と
自
分
に
し
か
で
き
な
い

作
り
方
に
こ
だ
わ
り
た
い

と
い
う
情
熱
か
ら
だ
。

　

こ
の
昔
な
が
ら
の
本
物

の
味
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ

し
い
。

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
の

農
産
物
は
旨
味
が
ぎ
ゅ
っ

と
凝
縮
さ
れ
て
い
て
美
味

し
い
。

　

一
方
、
山
間
部
で
あ
る

村
の
南
部
は
鈴
ヶ
岳
に
源

を
発
す
る
大
杉
川
の
川
沿

い
に
拓
か
れ
て
お
り
、
標

高
は
百
～
百
五
十
メ
ー
ト

ル
程
度
で
、
周
囲
を
動
ゆ
る
ぎ
ざ
ん山

を
は
じ
め
と
す
る
高
さ

四
百
～
六
百
メ
ー
ト
ル
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
雪
深
い

山
里
。
か
つ
て
は
林
業
や

木
炭
の
製
造
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。

　

小
松
市
の
南
部
に
位
置

す
る
か
つ
て
の
旧
大
杉
谷

村
は
、
梯
か
け
は
し
が
わ
川
の
最
上
流
部

の
谷
に
添
う
南
北
に
長
い

村
で
あ
る
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
に
大
杉
村

と
瀬
谷
村
が
合
併
し
大
杉

谷
村
と
な
り
、
さ
ら
に
昭

和
三
十
一
年
（
一
九
五
六

年
）
に
小
松
市
に
合
併
し

た
。
村
名
は
梯
川
の
上
流

部
の
大
杉
谷
川
か
ら
と
、

大
杉
村
・
瀬
谷
村
の
両
村

の
名
称
に
由
来
す
る
。

　

か
つ
て
は
茶
の
栽
培
も

行
わ
れ
て
い
た
村
の
北
部

は
、
今
は
水
田
や
大
麦
畑
、

大
豆
畑
が
広
が
る
。
白
山

水
系
の
伏
流
水
が
豊
富
で
、

里山の美しい風景と人々の
営みに出会える旧大杉谷村

美味しい水と情熱が
生み出す絶品豆腐

九郎助　村田豆腐店
小松市波佐谷町ヨ 159-1
TEL ／ FAX：0761-46-1226 
営業時間：7:00 ～ 17:00　定休日：火曜日
※数に限りがあるので予約を入れた方が確
実。JA あぐり、道の駅、せせらぎの郷でも購
入可能。

ここのおぼろ豆腐は抜群に美味しい。 大杉谷川に添って里山の風景が続くタンタン生水
どんな日照りでも、また雨
続きでも湧き出す量が変わ
らないという湧き水。

旧大杉谷村の北部には大豆畑も広がる。

白山水系の水が美味しいお米や麦を育てる。
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し
め
る
。
こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
小
松
特
産
の
大

麦
ご
は
ん
、
ト
マ
ト
カ

レ
ー
、
小
松
う
ど
ん
、
寒

天
に
た
ま
ご
を
散
ら
し
た

郷
土
料
理
「
え
び
す
」、
柿

の
葉
寿
し
な
ど
、
小
松
の

郷
土
食
が
数
多
く
並
ん
で

い
た
。
厨
房
の
お
母
さ
ん

達
が
目
指
す
の
は
、
食
べ

る
人
が
ほ
っ
こ
り
す
る
家

庭
料
理
。
ど
こ
か
懐
か
し

く
優
し
い
美
味
し
さ
が
評

判
で
小
松
市
だ
け
で
な
く
、

金
沢
な
ど
近
隣
の
市
か
ら

の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
そ

う
だ
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
、
食

育
、
健
康
、
生
き
が
い
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
、
都
市

部
と
農
村
部
の
人
の
交
流

を
目
的
に
作
ら
れ
た
里
山

健
康
学
校
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
。

温
泉
は
地
元
瀬
領
温
泉
の

源
泉
を
引
い
て
い
て
、
泉

質
は
柔
ら
か
く
肌
が
ツ
ル

ツ
ル
に
な
る
と
評
判
。

　

食
育
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・
こ
ま
つ
せ

せ
ら
ぎ
」
で
は
、
和
洋
中

各
界
著
名
人
が
監
修
し
た

家
庭
料
理
や
中
華
、
ジ
ビ

エ
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
楽

　
「
瀬
々
ら
ぎ
の
森 

ラ 

プ

テ
ィ
ト
ゥ 

ポ
ル
ト
」
は
、

大
杉
谷
川
の
上
流
、
清
流

を
一
望
で
き
、
森
の
木
々

に
囲
ま
れ
た
隠
れ
家
の
よ

う
な
素
敵
な
カ
フ
ェ
＆
イ

ン
テ
リ
ア
の
お
店
。
店
名

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
小
さ

な
扉
」。
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

は
野
菜
や
大
豆
タ
ン
パ
ク

を
取
り
入
れ
た
ナ
チ
ュ
ラ

ル
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
。
こ

の
日
ラ
ン
チ
に
お
願
い
し

た
の
は
、
人
気
の
カ
レ
ー

の
ラ
ン
チ
。
お
米
は
地
元

の
米
と
有
機
野
菜
を
使
用

し
ス
パ
イ
シ
ー
だ
け
ど
ま

ろ
や
か
で
優
し
い
味
。
デ

ザ
ー
ト
は
卵
を
使
っ
て
い

な
い
の
で
卵
ア
レ
ル
ギ
ー

の
人
も
安
心
。
足
湯
や
温

泉
も
あ
り
、
平
成
二
十
九

年
の
夏
に
は
宿
泊
施
設
も

オ
ー
プ
ン
。
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
自
分
を
解
放
す

る
に
は
最
高
の
空
間
だ
。

加能八景の一つ、
　　　　  荒

あ ら ま た き ょ う

俣峡

静寂に包まれた古寺、
赤瀬那殿観音

　

昭
和
二
十
四
年
に
石
川

県
民
の
投
票
で
、
荒
俣
峡

は
金
沢
市
の
卯
辰
山
公
園

や
加
賀
市
の
橋
立
海
岸
、

珠
洲
市
の
見
附
島
海
岸
な

ど
と
並
び
、
加
能
八
景
に

選
ば
れ
た
。

　

紅
葉
の
名
所
と
し
て
有

名
な
大
杉
谷
川
中
流
域
の

美
し
い
峡
谷
、
荒
俣
峡
は

日
本
遺
産
「『
珠
玉
と
歩
む

物
語
』
小
松
～
時
の
流
れ

　

荒
俣
峡
か
ら
上
流
に
お

よ
そ
一
キ
ロ
の
所
に
、
今

年
開
創
千
三
百
年
を
迎
え

る
那
谷
寺
の
奥
の
院
と
も

呼
ば
れ
る
赤
瀬
那
殿
観
音

が
あ
る
。
白
山
開
創
の

泰た
い
ち
ょ
う澄

上
人
が
白
山
か
ら
下

山
後
、
持
仏
で
あ
っ
た
黄

金
仏
の
観
世
音
菩
薩
像
を

こ
の
巌
谷
に
納
め
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

　

赤
い
手
す
り
の
石
段
を

上
る
と
巨
岩
の
斜
面
に
建

つ
懸か
け

造
り
と
呼
ば
れ
る
舞

の
中
で
磨
き
上
げ
た
石
の

文
化
～
」
に
認
定
さ
れ
た

名
所
の
一
つ
。
蛇
行
す
る

川
の
流
れ
の
中
に
点
在
す

る
奇
石
と
、
四
季
折
々
に

変
化
す
る
木
々
の
美
し
さ

を
楽
し
み
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
。

台
造
り
の
拝
殿
が
見
え
て

く
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

山
上
に
向
か
っ
て
参
道
を

登
る
と
那
殿
観
音
の
奥
の

院
が
あ
る
。
更
に
奥
に
進

む
と
大
き
な
岩
壁
に
人
ひ

と
り
が
や
っ
と
屈
み
込
ん

で
抜
け
ら
れ
る
穴
が
見
え

て
く
る
。「
く
も
っ
ろ
巌い
わ

」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
岩

の
穴
を
親
不
孝
者
や
心
の

正
し
く
な
い
者
が
潜
る

と
、
壁
に
耳
が
引
っ
付
い

て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い

る
。
恐
る
恐
る
穴
を
潜
る

と
、
ち
ょ
う
ど
一
人
分
の

座
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

昔
、
修
験
者
が
精
神
修
養

に
座
禅
を
組
ん
だ
そ
う
だ
。　

こ
の
赤
瀬
那
殿
観
音
も
日

本
遺
産
「『
珠
玉
と
歩
む
物

語
』
小
松
～
時
の
流
れ
の

中
で
磨
き
上
げ
た
石
の
文

化
～
」
に
認
定
さ
れ
た
名

所
の
一
つ
で
あ
る
。

小松市瀬領町丁 1-1
TEL：0761-46-1919
定休日：月曜日及び年末年始
◆ティータイム /500 円／ 1 人
午前 10:00 ～ 11:30、午後 14:00 ～ 16:00

◆ランチ
平日 11:30 ～ 14:00、土日祝日 11:00 ～ 14:30
65 歳以上 1150 円／中学生以上 1300 円
／小学生 700 円／小学生未満　  500 円
※いずれも、ドリンクバー・デザート付は＋ 200 円

瀬々らぎの森
ラ プティトゥ ポルト
小松市瀬領町カ 122
TEL:0761-46-1565 　
定休日：水曜日
営業時間　10:00 ～ 18:00 

（ デ ィ ナ ー 18:00 ～ 21:00 
完全予約制）

リニューアルした里山の憩いの空間

癒しの空間の
ヘルシー
メニュー

大杉谷川に添って里山の風景が続く

里山健康学校せせらぎの郷
食育レストランビュッフェ・こまつせせらぎ
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「
環
境
王
国
こ
ま
つ
」
の

拠
点
施
設
、
里
山
自
然
学

校
大
杉
み
ど
り
の
里
。
五

感
で
里
山
の
自
然
を
体
感

で
き
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
、
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ
キ

ン
グ
、
魚
釣
り
、
川
遊
び
、

ス
キ
ー
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
な
ど
四
季
折
々
、様
々

な
活
動
が
体
験
で
き
る
。

建
物
に
は
地
元
大
杉
の
木

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

て
い
る
。
最
大
二
百
名

ま
で
の
宿
泊
が
可
能
で
、

豊
か
な
里
山
の
自
然
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
企
業
研
修

や
高
齢
者
の
生
涯
学
習

ま
で
幅
広
い
層
が
利
用

し
て
い
る
。

　

カ
モ
シ
カ
が
よ
く
遊

び
に
来
る
そ
う
な
の
で
、

運
が
良
け
れ
ば
出
会
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

は
乳
不
足
の
婦
人
に
効
用
が

あ
る
と
さ
れ
て
、「
乳
出
し

イ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る

地
方
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
江
戸
後
期
に
建
て
ら
れ
た

と
言
う
大
杉
神
社
の
拝
殿

の
彫
刻
は
山
奥
の
神
社
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
荘
厳
で
見
事

だ
。
大
公
孫
樹
だ
け
見
て

帰
る
人
が
多
い
と
の
こ
と
だ

が
、
拝
殿
も
見
な
い
と
損

を
す
る
。

　
狐
里
庵
の
す
ぐ
近
く
の
大

杉
神
社
の
境
内
に
、
推
定

樹
齢
四
五
○
年
と
言
わ
れ

る
大
公
孫
樹
が
立
っ
て
い
る
。

見
事
な
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
で
、

地
上
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と

こ
ろ
か
ら
数
十
本
の
気
根

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
イ

チ
ョ
ウ
は
老
木
に
な
る
と
こ

の
気
根
が
生
え
て
き
て
、
そ

の
形
が
乳
房
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
「
乳
柱
」
と
呼
ば

れ
る
。
昔
か
ら
乳
柱
の
部
分

猟師の夫妻が営む
山あいの料理店

里山自然学校大杉みどりの里
小松市大杉町イ 98  TEL:0761-46-1812
ご利用には予約申し込みが必要です。

　
大
杉
み
ど
り
の
里
の
少
し

上
流
。
大
杉
谷
川
河
畔
に
、

山
菜
と
猟
師
料
理
が
メ
イ
ン
の

「
狐こ
り
あ
ん
里
庵
」
が
あ
る
。

　
と
も
に
猟
師
の
安
本
さ
ん

ご
夫
妻
が
営
む
店
だ
。
奥
さ

ん
の
日
奈
子
さ
ん
は
全
国
で

も
数
少
な
い
女
性
ハン
タ
ー
の

ひ
と
り
。
お
店
に
入
る
と
す

ぐ
に
出
く
わ
す
大
き
な
熊
の

毛
皮
は
、
日
奈
子
さ
ん
が
狩

猟
免
許
を
取
得
し
て
わ
ず
か

一
週
間
で
初
め
て
仕
留
め
た

熊
で
な
ん
と
体
重
85
キ
ロ
も

あ
っ
た
そ
う
。

　

囲
炉
裏
の
あ
る
部
屋
や

大
勢
で
上
が
れ
る
二
階
も
あ

る
が
、
お
す
す
め
は
カ
ウ
ン

タ
ー
。
気
さ
く
な
ご
夫
妻
と

の
会
話
も
楽
し
め
る
し
、
野

鳥
が
飛
び
交
う
田
園
風
景

も
楽
し
め
る
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
山
里
な
ら
で

は
の
珍
し
い
山
菜
料
理
、
夏

は
岩
魚
や
鮎
な
ど
の
川
魚
。

秋
は
き
の
こ
鍋
や
き
の
こ
の

オ
イ
ル
焼
き
、
十
一
月
頃
か

ら
の
狩
猟
期
間
は
熊
や
猪
、

雉
、
鴨
な
ど
を
さ
ば
い
た
新

鮮
な
猟
師
料
理
が
楽
し
め
る
。

最
近
の
人
気
は
猪し
し

丼
。
ク
セ

が
無
く
て
ヘル
シ
ー
で
美
味
し

い
と
女
性
に
も
人
気
だ
そ
う

だ
。
明
る
く
気
さ
く
な
ご
夫

妻
の
人
柄
に
魅
せ
ら
れ
て
多

く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
訪
れ
る

居
心
地
の
良
い
店
だ
。 

狐里庵 
小松市大杉町 20 甲
TEL:0761-46-1855
営業時間：11:30 ～ 17:00

（ランチは 14:00 まで）
定休日：火曜日

大杉神社の大公
い ち ょ う

孫樹

五感で里山の自然を
体感できる研修宿泊施設


